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画面詳細について 

 

① ログイン画面 

 

 

 

 

・入力項目 

番号 項目名称 機能 

１ ユーザ ID ログインユーザ ID を入力します。 

２ パスワード ログインパスワードを入力します。 

 

 

・ボタン 

番号 ボタン名称 機能 

３ ログイン Report 作成支援ツールにログインします。 

入力したユーザ名、パスワードが違っていた場合は、 

メッセージを表示しパスワードをクリアします。 

４ 終了 Report 作成支援ツールを終了します。 

 

注）ログイン ID、パスワードは半角文字で入力して下さい。全角文字を使用した場合の 

動作は保障できません。 
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② メインメニュー画面 

 

 

 

 

・ボタン 

番号 ボタン名称 機能 

１ 入力・参照 “検査リスト画面”を表示します。 

２ ログインユーザ管理 “ログインユーザ管理画面”を表示します。 

３ 印刷フォーム編集 “印刷フォーム編集画面”を表示します。 

※ 印刷フォーム編集ユーザでのログインが必要です。 

４ 終了 Report 作成支援ツールを終了します。 

５ 再ログインボタン 別のログインユーザで再ログインする場合に使用しま

す。 
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③ 検査リスト画面 

 

メインメニューで“入力、参照ボタン”を押下すると検査リスト画面を表示します。 

この画面では、入力項目やボタンを使用した検査リストの検索が行えます。複数項目によ

る検索は AND 検索を行います。 

 

 

・入力項目 

 

 

番号 項目名称 機能 

１ 検査日① 検査日でリスト検索する際に使用します。検査日は

2018/09/01 形式で入力してください。検査日右側にある

カレンダーアイコンをクリックすると、カレンダーを使

用した日付入力が行えます。 

 
 

２ 検査日② 日付の期間を指定しリスト検索を行う際に使用します。 

使用方法は検査日① と検査日② を使って日付期間を指定

します。 

３ 患者 ID 患者 ID でリスト検索する際に使用します。 

※検索の際、患者 IDの前後に*を指定する事でOR検索が

可能です。 
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番号 項目名称 機能 

４ 患者名 患者名でリスト検索する際に使用します。 

※検索の際、患者名の前後に*を指定する事で OR 検索が

可能です。 

５ モダリティ モダリティ名でリスト検索する際に使用します。 

モダリティはプルダウンより選択可能です。 

※プルダウンの項目の追加や並び替えは、プルダウンよ

り“編集“を選択し、”値一覧「モダリティ」の編集“よ

り、項目の編集が可能です。 

   

 

・ボタン 

 

 

番号 ボタン名称 機能 

１ 今日 ボタン押下で検索日① に本日の日付をセットします。 

２ 昨日 ボタン押下で検索日① に昨日の日付をセットします。 

３ １週間 ボタン押下で検査日①、検査日② に本日から 1 週間の日

付をセットします。 

４ １か月 ボタン押下で検査日①、検査日② に本日から 1 か月の日

付をセットします。 

５ 検索条件クリア ボタン押下で検査日①、検査日② 、患者 ID、患者名、モ

ダリティ欄をクリアします。 

６ 検索 ボタン押下で検索項目（検査日① 、検査日② 、患者 ID、

患者名、モダリティ）の条件より検索を行います。 

検索項目に何も入力されていない場合は、全件検索を行

います。 

７ 検査リスト追加 ボタン押下で検査リスト追加画面を表示します。 

８ 戻る ボタン押下でメインメニューに戻ります。 

９ ユーザ確認ボタン ログイン中のユーザ ID をメッセージで表示します。 

１０ レポート 該当リストのレポート入力画面を表示します。 
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・表示項目 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

番号 項目名称 機能 

１ No 検査リストの項番を表示します。 

２ 患者 ID 検査リストの患者 ID を表示します。 

３ 検査日 検査リストの検査日を表示します。 

４ 患者名 検査リストの患者名を表示します。 

５ 生年月日 検査リストの生年月日を表示します。 

６ 年齢 検査リストの年齢を表示します。 

７ 性別 検査リストの性別を表示します。 

８ ﾓﾀﾞﾘﾃｨ 検査リストのﾓﾀﾞﾘﾃｨを表示します。 

９ 検査部位 検査リストの検査部位を表示します。 

１０ ステータス 検査リストのステータスを表示します。 

１１ リスト追加日 検査リストを作成した日付を表示します。 
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・検査リストのソート 

検査リストのタイトル右横に”▲▼”が表示されている項目については、昇順降順の並べ替

えが可能です。並べ替えを行う際は項目名のタイトルをクリックしてください。 

 

・クリップボード機能について 

リスト検索の際に、”患者 ID”、”患者名”の項目をクリックする事で、値をクリップボード

にコピーできます。クリッボードへのコピーは、項目クリック時に背景が一瞬グレーにな

る事で確認できます。コピーした患者 ID、患者名は、検索項目に貼り付ける事でリストの

検索時に入力の手間を省けます。 

 

 

 

・レポートの削除について 

削除対象の検査リストを選び、メニューバーの“レポート削除”を選択します。確認メッ

セージを表示するため、OK ボタンを押してください。 

※この機能は検査リスト画面以外では使用できません。 
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④ 検査リスト追加画面 

検査リスト画面で“検査リスト追加ボタン“を押下すると表示します。検査リストを新規

で追加する際に使用します。 

 

 

 

 

・入力項目 

番号 項目名称 機能 

１ 患者 ID 検索 患者 ID 検索を行うときに使用します。 

検査リストを追加した患者は内部テーブルに情報が登録

されており、患者 ID検索機能で患者 ID、患者名、生年月

日、性別を再度呼び出す事ができます。 

使い方は、患者 ID 検索欄に患者 ID を入力し、“患者 ID

検索ボタン”を押下します。 

２ 患者 ID 作成する検査リストの患者 ID を入力します。 

３ 患者名 作成する検査リストの患者名を入力します。 

４ 生年月日 作成する検査リストの生年月日を、2018/10/10 形式で入

力します。手入力または、カレンダーアイコンからカレ

ンダーを使った入力が可能です。 
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番号 項目名称 機能 

５ 性別 作成する検査リストの性別をプルダウンから選択しま

す。プルダウン項目の設定は、編集から値一覧編集より

内容の変更が可能です。 

   
６ 検査日 作成する検査リストの検査日を、2018/10/10 形式で入力

します。手入力または、カレンダーアイコンからの入力

が可能です。 

７ モダリティ 作成する検査リストのモダリティをプルダウンから選択

します。プルダウン項目の設定は、編集から値一覧編集

より内容の編集が可能です。 

   
８ 検査部位 作成する検査リストの検査部位をプルダウンから選択し

ます。プルダウン項目は、編集から値一覧編集より内容

の編集が可能です。 

 

   
９ 年齢 年齢は生年月日より自動計算で表示します。 
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・ボタンについて 

 

番号 ボタン名称 機能 

１０ 患者 ID 検索 患者 ID 検索を行う際に使用します。 

検査リストを追加した患者は内部テーブルに情報が登録

されており、患者 ID検索機能で患者 ID、患者名、生年月

日、性別を再度呼び出す事ができます。 

使い方は、患者 ID 検索欄に患者 ID を入力し、患者 ID 検

索ボタンを押下します。 

１１ クリア 入力した項目を全てクリアします。 

１２ 追加 検査リスト追加画面に入力した患者情報より検査リスト

を作成します。 

※検査部位は空欄でも検査リストの作成は可能です。 

１３ 戻る 検査リスト追加画面を閉じます。 
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⑤ レポート入力画面 

検査リスト追加画面より検査リスト右端の“レポートボタン”押下で表示します。 

以下はレポートの入力画面です。 

 

 

１，表示項目（表示のみで編集は行えません） 

 

 

 

  

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ １０ 

１１ 

１２ 

１３ １４ １５ 

表示項目 

所見入力項目欄 

診断入力項目欄 

キー画像貼り付け欄 

ボタン 

定型文ボタン(所見) 

 

定型文ボタン(診断) 

 

 レポート修正履歴 

１６ 

１７ 

１８ 

キー画像拡大ボタン 
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番号 項目名称 機能 

１ 患者 ID 入力、参照レポートの患者 ID を表示します。 

２ 患者指名 入力、参照レポートの患者名を表示します。 

３ 検査日 入力、参照レポートの検査日を表示します。 

４ 作成者 レポート入力画面を最初に開いたログインユーザのユー

ザ名を表示します 

※一度セットした作成者は変更出来ません。 

５ モダリティ 入力、参照レポートのモダリティを表示します。 

６ 検査部位 入力、参照レポートの検査部位を表示します。 

７ 最終更新者 レポートの確定処理を行ったユーザのユーザ名をセット

ます。 

８ 生年月日 入力、参照レポートの生年月日を表示します。 

９ 年齢 入力、参照レポートの患者の年齢を表示します。 

１０ 性別 入力、参照レポートの患者の性別を表示します。 

１１ 保存日時 入力、参照レポートの保存日時を表示します。 

１２ ステータス 入力、参照レポートのステータスを表示します。 

ステータスの種類は以下になります。 

未記入：未入力レポートのステータスです。 

仮保存：一時保存のステータスです。 

確定 ：レポート作成完了のステータスです。 

編集中：レポートのステータスが仮保存または確定の 

    状態から改訂ボタンを押下した際のステータス 

    です。検査リスト画面に戻る場合は、仮保存 

または確定が必要です。 

１３ レポート修正履歴 レポートの改定履歴を表示します。 

通常は直近の入力レポートとして“1”を表示します。レ

ポート改定数が 2 以上であれば“◀ボタン”でレポートの

改定(修正)履歴の参照が可能です。“◀ボタン”はレポート

の改定数分押下できます。レポートの改定(修正)履歴参照

中は項目が赤く表示され、改定ボタンが押せなくなりま

す。ただし“▶ボタン”で直近レポートの”1”まで戻ると制

限は解除されます。 

１４ レポート改定数 レポートの改定数を表示します。初期値は“1”をセット

していますが、改定処理を行うごとに 1 加算されます。 

１５ 印刷フォーム選択

プルダウン 

印刷フォームを選択します。選択項目は以下になりま

す。 

印刷フォーム①(フォーム自動選択) 

印刷フォーム②(フォーム自動選択) 

印刷フォーム①キー画像 3 枚 

印刷フォーム①キー画像 12 枚 

印刷フォーム①キー画像なし 

印刷フォーム②キー画像 3 枚 

印刷フォーム②キー画像 12 枚 

印刷フォーム②キー画像なし 

※項目名の編集は行なえません。 
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２、入力項目について 

番号 項目名称 機能 

１６ 所見 レポートの所見入力欄です。 

 

１７ 診断 レポートの診断入力欄です。 

 

１８ キー画像 レポートのキー画像貼り付け欄です。 

キー画像は①から番号順に貼り付けてください。最大 12

枚まで貼り付け可能です。 

キー画像を貼り付ける際は、画像をコピー後レポートの

キー画像欄を選択し、マウス右クリックから貼り付けま

たは、キーボードより ctrl＋V を行って下さい。 

キー画像の削除は、削除したいキー画像を選択し、キー

ボードの Delete また BackSpace キーを押して下さい。 

また、キー画像欄に画像データ以外は貼り付けないでく

ださい。 

※ドラックアンドドロップによるキー画像の貼り付けに

ついては、動作保障出来ません。 

 

 

・ボタンについて 

 

 

 

 

番号 ボタン名称 機能 

１ 定型文１～４ 

(所見) 

ボタン押下で登録した定型文を所見欄に貼り付けます。 

※使用にあたり、事前に“定型文設定(所見)ボタン”より

定型文の登録を行う必要があります。 

２ 定型文設定(所見) 定型文１～４ボタンに定型文の登録が行えます。 

“定型文設定(所見)ボタン”を押し、表示したポップアッ

プの定型文欄１～４に定型文を登録します。 

定型文設定(所見)に文字列を登録していないボタンは、定

型文ボタンを押しても文字列は張り付きません。 

３ 定型文１～２ 

(診断) 

ボタン押下で登録した定型文を診断欄に貼り付けます。 

※使用にあたり、事前に“定型文設定(診断)ボタン”より

定型文の登録を行う必要があります。 

  

２ 
１ 

３ 

４ 

５ ６ 
７ ８ ９ 

１０ １１ 
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番号 ボタン名称 機能 

４ 定型文設定(診断) 定型文１～２ボタンに定型文の登録が行えます。 

“定型文設定(診断)ボタン”を押し、表示したポップアッ

プの定型文欄１～２に定型文を登録します。 

定型文設定(診断)に文字列を登録していないボタンは、定

型文ボタンを押しても文字列は張り付きません。 

５ 仮保存 レポートの仮保存(一時保存)を行います。 

仮保存ボタン押下後はレポートの編集は行えません。 

再度編集する場合は改定ボタンを押して下さい。 

６ 確定 レポートの確定(作成完了)を行います。 

確定ボタン押下後はレポートの編集は行えません。 

再度編集する場合は改定ボタンを押して下さい。 

７ 改定 ステータスが確定または仮保存のレポートのみ改定ボタ

ンが押下可能です。改定ボタンを押すと、レポートのス

テータスが編集中に変わり、レポートの編集が可能にな

ります。確定レポートの改定を行う場合、確認メッセー

ジを表示しますのでメッセージでOKボタンを押して下さ

い。その際、レポート改定数が１加算されます。 

改定時の確認メッセージでキャンセルボタンを押すと、

改定処理はキャンセルされます。 

８ 印刷／PDF 印刷フォーム選択プルダウンで指定した印刷フォームの

プレビュー画面を表示します。印刷フォームの詳細につ

いては、事前準備資料を参照してください。 

“印刷／PDF ボタン”はステータスが確定のレポートの

み押下可能です。 

９ 戻る 検査リスト画面に戻ります。 

ただし、ステータスが編集中のレポートは、確定または

仮保存を行う必要があります。 

－ キー画像拡大 キー画像を拡大表示します。 

(本ツールは、矢印やコメントなどアノテーションを追記

する機能はありません。Viewer 側にアノテーション機能

があるようでしたら、アノテーションを追記した画像を

キャプチャし、キー画像として貼り付けてください) 

 

 

 

   

  

キー画像拡大ボタン 
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番号 ボタン名称 機能 

１０ レポート履歴参照

ボタン 

確定レポートの改定を行った際、レポートの入力履歴が

参照出来ます。入力履歴の参照はステータスが仮保存ま

たは確定時に、レポートの履歴参照(◀ボタン)押下で参照

可能です。直近の記入レポートに戻る場合は、”▶ボタン”

を押してください。 

 

以下簡単に説明します。 

① レポート作成時は、レポート修正履歴およびレポート

改定数ともに初期値として”１”をセットします。 

※レポート修正履歴の値は“１”が直近のレポートに

なります。数字が増えるごとに過去の改定(修正)履歴

を遡っての表示になります。 

 

 
 

 

② レポート確定後に改定を行うと、レポート改定数の値

が１増えます。レポート修正後、再度レポートの確定

または仮保存を行うと、”◀ボタン”が押下可能になり

ます。”◀ボタン”押下で以前の確定レポートが参照で

きます。 

”◀ボタン”を押すごとにレポート修正履歴に 1加算され

ます。”◀ボタン”はレポート修正履歴=レポート改定数

まで押下可能です。 

 
③ ”◀ボタン”押下後の過去レポート参照中は、レポート

履歴が赤くなります。過去レポート参照中は改定が行

えません。そのため改定を行う場合、”▶ボタン”で直

近のレポートまで戻る必要があります。 

 
１１ レポート履歴参照

ボタン（戻る） 

過去の記入レポートを参照後、直近のレポートに戻る際

に使用します。”▶ボタン”の押下で直近のレポートに１つ

戻ります。 

  

レポート改定数 

レポート修正履歴 
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⑥ ログインユーザ管理 

Report 作成支援ツールにログインするユーザを追加、管理します。 

 

 

・入力項目 

番号 項目名称 機能 

１ 追加ユーザ名 登録するログインユーザのユーザ名を入力します。 

ユーザ名はレポート入力時の作成者および最終更新者と

して使用します。 

２ 追加ユーザ ID 登録するログインユーザのユーザの ID を入力します。 

ログイン画面で入力するユーザ ID になります。 

※半角で入力してください。 

３ 追加パスワード 登録するログインユーザのパスワードを入力します。 

ログイン画面で入力するパスワードになります。 

※半角で入力してください。 

４ 追加ユーザ権限 追加ユーザ権限をプルダウンから選択します。 

権限の詳細は以下になります。 

・管理者ユーザ 

 レポートの入力参照およびログインユーザの追加が 

可能です。 

・一般ユーザ 

 レポートの入力参照が可能です。 

・印刷フォーム編集ユーザ 

 印刷フォームの編集のみ行えます。 

５ パスワード ログインユーザのパスワードを変更する際に使用しま

す。パスワードは“●”で表示されます。 

パスワードを変更する際は、パスワード欄に新しいパス

ワードを入力後、パスワード変更ボタンを押下します。

パスワード変更ボタンを押さない限りパスワードは変わ

りません。 

パスワード変更は、一旦テキストに入力したパスワード

をコピーし、パスワード欄に貼り付ける形をお勧めしま

す。 

  

１ ２ ３ ４ 

５ 

６ ７ 

８ ９ 
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・ボタンについて 

番号 ボタン名称 機能 

６ ユーザ追加 追加ユーザ名、追加ユーザ ID、追加パスワード、追加権

限に入力した情報より新規ユーザを追加します。 

ユーザ追加の際、項目に空欄がある場合はメッセージを

表示します。 

７ 戻る メインメニューに戻ります。 

８ パスワード変更 パスワード変更を行います。 

変更したいパスワードを入力後、ボタン押下でパスワー

ドを変更します。 

ユーザ名が“管理者”および“印刷フォーム編集”ユー

ザについてもパスワードの変更は可能です。 

９ 削除 登録したユーザの削除を行います。ただし、ユーザ名が

“管理者”および“印刷フォーム編集”ユーザについて

は削除できません。 
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⑦ 印刷フォーム編集 

印刷フォームを編集する際に使用します。 

この画面は印刷フォーム編集ユーザでのみ表示可能です。 

この画面の操作については、マニュアルの“①事前準備”→ 印刷フォームの編集をご確認

ください。 

 

 

・プルダウン 

番号 項目名称 機能 

１ 編集フォーム選択

プルダウン 

編集する印刷フォームを選択します。 

選択項目は以下になります。 

・印刷フォーム①キー画像 3 枚 

・印刷フォーム①キー画像 12 枚 

・印刷フォーム①キー画像なし 

・印刷フォーム②キー画像 3 枚 

・印刷フォーム②キー画像 12 枚 

・印刷フォーム②キー画像なし 

※項目名の編集は行なえません。 

 

・ボタンについて 

番号 ボタン名称 機能 

２ フォーム編集 編集フォーム選択プルダウンで選択した印刷フォームを

表示します。 

３ メニューに戻る メインメニューに戻ります。 

 

  

１ 

２ 

３ 
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“フォーム編集ボタン”で表示した印刷フォームからフォーム編集画面に戻る場合は、 

印刷フォームの“戻るボタン”を押下します。 

ただし、“戻るボタン”はレイアウトモードでは機能しないため、レイアウトモードへ移

行していた場合、“レイアウトの終了ボタン”よりレイアウトモードから一旦抜ける必要

があります。 

 

 

 

 

⑧ Report 作成支援ツールに関連するファイル、フォルダについて 

 

・Temp フォルダ：レポートのキー画像作成時にキャッシュとして使用します。 

・Image フォルダ：レポートのキー画像を保存します。 

・マニュアル：マニュアルを保存しています。 

・Report 作成支援ツール：ツール本体になります。 

・はじめにお読みください：利用規約などを記載しています。 

・check.bat： ツール起動時に動作します。キー画像作成時に作る画像キャッシュを 

削除します。 

※check.bat 起動時にアンチウイルスにブロックされる場合がありま 

す。その際は、アンチウイルスのチェックから check.bat を除外して 

ください。 

 

以上 


